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概要：VR 業界の発展とともに，触覚技術もまた社会展開が進みつつある．特にスタートアップ企業

を中心とした急速な製品開発や多様な取り組み，マーケティングの様子を鑑みると，これまで主に

研究用途で使用されていた触覚技術が，一般向けに広がりつつあることを実感する．さらに，その

使用用途も VR にとどまらず，社会の多様化に合わせた試みも進んでいる．また，クラウドファンデ

ィングの活用などにより，技術開発から社会実装へのハードルも大きく下がっている．このような

背景を受け，業界の第一線で活躍されている最先端企業から 3 名の登壇者を迎え，製品，サービス

の開発経緯や取り組みをご紹介頂くと共に，触覚技術の社会展開における姿勢や，社会への期待，

関連研究分野への課題・要望などを議論したい． 
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1. 登壇者および内容 

1.1 粕谷 昌宏氏（株式会社メルティン MMI） 

遠隔操作ロボットによる作業代替の未来 

 

1.2 本多 達也氏（富士通株式会社） 

髪の毛で音を感じる新しいユーザインターフェース「Ontenna」を世界中のろう者へ届けるために 

 

1.3 山浦 博志氏（イクシー株式会社） 

VR 触覚提示デバイス「EXOS」の開発と実装例について 
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